
第５世代移動通信システム(５Ｇ)の
実現に向けた取組

～ 地域への５Ｇ早期展開に向けて ～
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○ 我が国の移動通信システム（携帯電話及び広帯域移動無線アクセスシステム（BWA））の契約数は、平成30年
６月末時点で約1億7,225万に達している。背景にはスマートフォン等の普及があり、これらのデバイスによる
動画像伝送等の利用拡大が、移動通信トラヒックを急増させている。
○ 今後も増加が見込まれる移動通信トラヒックに対応するため、第４世代移動通信システム（LTE-Advanced、
４Ｇ）の高速化や、2020年までの第５世代移動通信システム（５Ｇ）等の次世代の移動通信システムの導入が
期待されている。
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携帯電話等契約数の推移と移動通信トラヒックの増加
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○ ５Ｇ実現に向けた研究開発・総合実証試験
要素技術確立に向けた研究開発や具体的なフィールドを活用した実証試験を実施。

○ 国際連携・国際標準化の推進
主要国と連携しながら、５G技術の国際的な標準化活動や周波数検討を実施。

○ 周波数割り当て
平成３１年（2019年）４月１０日、５Ｇ用周波数割当てを実施。
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① 2018年12月14日（金）に公表した5Gの開設指針において、従来の人口等のカバレッジの広さを評価する指標に代わって、都市部・

地方を問わず均等に事業展開の可能性のあるエリアでの基地局整備を促す指標を設け、２年以内に全都道府県でサービス開始

を義務付けるなど、都会だけでなく地方への 展開の促進を図る。

② 携帯事業者に、同指針に基づく開設計画を策定させ、総務大臣が審査した上で、 年 月末頃までに、 周波数を割当て。

① 地域社会の課題解決等に向けた

。

② 2018年10月から11月まで募集を行い、全国の総合通信局等で地方選抜を実施（応募件数785件）。2019年1月11日にコンテスト（全

国大会）を開催し、優秀なアイデアについては2019年度の「5G総合実証試験」において実証テーマとして取り上げ。

○ 5Gは、我が国全体の成長のエンジンであり、5Gの新しい特徴を活かした新たなサービス等によって、

。

（３） 5G周波数の割当て

（１）地方が抱える課題解決に向けた「5G総合実証試験」等の推進

（２）地方発の5G利活用アイデア発掘に向けた「5G利活用アイデアコンテスト」の開催

① 2020年の5G実現とその普及に向けた研究開発を実施するとともに、新たな市場の創出や、

を実施。

② 2018年度の実証の例

（遠隔医療） 和歌山県立医科大学：総合病院と診療所において､5Gによる遠隔診断を実証

（建機の遠隔制御） 大林組施工現場（大阪府）： 5Gの大容量低遅延性を活用し、建機遠隔

施工による作業効率や生産性向上等を実証
診療所と総合病院との間で遠隔診断を実演（2018年度の模様）
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8５Ｇの割当枠について
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9５Ｇ割当指標における全国展開確保に関する考え方

5Ｇ時代は“人だけ”から“あらゆるモノ”がサービスの対象となる。
⇒都市部・地方部を問わず「事業展開の可能性がある場所」に柔軟にエリア展開できる指標を設定することが重要。
５Ｇに地域課題解決や地方創生への活用が期待される。
⇒地方での早期エリア展開を評価する指標を設定することが重要。

基本的考え方

開設指針指標ポイント（案）

都市部・地方都市
森林・海水域

事業展開
困難エリア

これまでの指標（人口カバー率）で優先的に整備されてきたエリア
ルーラル郊外

特に5Ｇ展開を期待されているエリア（社会課題解決・地方創生等）



10５Ｇの広範な全国展開確保のイメージ

全国を10km四方のメッシュ（国土地理院発行の２次メッシュ）に区切り、都市部・地方部を問わず事業可能性
のあるエリア※を広範にカバーする。 ※対象メッシュ数︓約4,500

① 全国及び各地域ブロック別に、５年以内に50%以上のメッシュで５Ｇ高度特定基地局を整備する。
（全国への展開可能性の確保）

② 周波数の割当て後、２年以内に全都道府県でサービスを開始する。 （地方での早期サービス開始）

③ 全国でできるだけ多くの特定基地局を開設する。 （サービスの多様性の確保）
（注） ＭＶＮＯへのサービス提供計画を重点評価（追加割り当て時には提供実績を評価）

※ ５Ｇ用周波数の特性上、1局でカバーできるエリアが小さく、従前の「人口カバー率」を指標とした場合、従来の数十倍程度の基地局投資が必要となるため、
人口の少ない地域への5Ｇ導入が後回しとなるおそれ。
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10km四方のメッシュに区切り、メッシュ毎に５Ｇ高度特定基地局（ニーズに応じた柔軟な追加展開
の基盤となる特定基地局）を整備することで、５Ｇの広範な全国展開を確保することが可能。

５Ｇの広範な全国展開確保のイメージ
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利用者から見た各公共的施設等までの平均距離（全国平
均）については、下図のとおり最も離れた公共的施設等でも
10km程度となっている。
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■ 申請者４者（50音順）

○ 株式会社ＮＴＴドコモ、 ＫＤＤＩ株式会社／沖縄セルラー電話株式会社※１、 ソフトバンク株式会社、 楽天モバイル株式会社※２

※１ KDDI株式会社及び沖縄セルラー電話株式会社に係る申請については、地域ごとに連携する者として申請しているため、第５世代移動通信システムの
導入のための特定基地局の開設指針の規定に基づき、１の申請とみなして、審査を行う。

※２ 平成31年４月１日に「楽天モバイルネットワーク株式会社」から社名変更。

■ 割当て枠と割当て希望枠数

○ 3.7GHz帯及び4.5GHz帯については、６枠 （100MHz幅） に対し、合計７枠の希望 →
○ 28GHz帯については、４枠 （400ＭＨｚ幅） に対し、合計４枠の希望 → ４者とも１枠ずつ割当て可能

４者とも１枠ずつ割当て可能。他方、２枠目を
希望する３者のうち、１者の希望枠１枠が不足

※ 設備投資額、５G基盤展開率、特定基地局数及びMVNO数／MVNO契約数については、2024年度末までの計画値。

申請者（50音順） ＮＴＴドコモ
KDDI／

沖縄セルラー電話 ソフトバンク 楽天モバイル

希望周波数帯域幅（希望枠数）

① 3.7GHz帯及び4.5GHz帯
【100MHz×６枠】

200MHz（２枠） 200MHz（２枠） 200MHz（２枠） 100MHz（１枠）

② 28GHz帯 【400MHz×４枠】 400MHz（１枠） 400MHz（１枠） 400MHz（１枠） 400MHz（１枠）

サービス開始時期 2020年春 2020年３月 2020年３月頃 2020年６月頃

特定基地局等の設備投資額
（※基地局設置工事、交換設備工事及び伝送設備工事
に係る投資額）

約7,950億円 約4,667億円 約2,061億円 約1,946億円

５G基盤展開率 97.0％（全国） 93.2％（全国） 64.0％（全国） 56.1％（全国）

特定基地局数
（※屋内等に設置するものを除く。）

① 3.7GHz帯及び4.5GHz帯 8,001局 30,107局 7,355局 15,787局

② 28GHz帯 5,001局 12,756局 3,855局 7,948局

MVNO数／MVNO契約数
（Ｌ２接続に限る）

24社/850万契約 ７社/119万契約 ５社/20万契約 41社/70.6万契約



14審査方法について

以下のとおり審査を行い、割当てを実施。

周波数枠の割当て



15割当結果まとめ
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高精細・高臨場感の映像コンテンツ伝送

５Ｇを活用した遠隔診療・介護支援

工場での産業用ロボット制御

建機の遠隔操縦

実際の工事現場において、建機2台による連携作業を検証

4K/8K
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23５Ｇ総合実証試験の実施概要（平成30年度）

注：現時点での実施内容であり、今後、変更や追加等があり得る。

・JR西日本沿線

屋内環境

屋内及び都市
又はルーラル
環境
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26５G公開ヒアリング（昨年10/3開催）の結果概要 【全国系事業者】


